
 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 なんとなくのにわ 
 

第２０回 通常総会 資料 
 

日時：2024 年 5 月 1１日（土）午後１時 30 分より 

会場：日光市 子どもの居場所 

  （〒321-1261 日光市今市３１６-４ 電話 090-3227-7079） 

総会次第 
 

１．開会のことば 

２．理事長あいさつ 

３．議長選出 

４．定足数の確認 

５．議事録署名人の選出 

６．議案の審議 

 第１号議案 ２０２３年度事業報告の承認を求める件 

第２号議案 ２０２３年度収支決算の承認を求める件 

   監査報告 

第３号議案 ２０２４年度事業計画案 審議の件 

 第４号議案 ２０２４年度活動予算案 審議の件 

 第５号議案 その他 

 

７．議長解任 

８．閉会のことば 
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ごあいさつ 

 

若葉の緑が日ごとにすがすがしく感じられるころ、会員のみなさまにおかれましてはご清祥のことと

お慶び申し上げます。2004 年 10 月「なんとなくのにわ」が発足してから 20 年目となる今年、お

かげをもちまして、今回で第 20 回目の通常総会を迎えることができました。 

「学校に通うことが困難になった子を支援したい。不登校というみかけの状態にこだわらず、登校を

強制されることなく、おだやかに過ごせる場をつくりたい。多様な生き方を応援したい」との思いを共

有するメンバーが集まり、今市市（当時）との話し合いの結果、2005 年に「子どもの居場所」が始

まりました。市教委の応援も受け、週１日から、週２回、週５回と開所日が増えました。2014 年に

は相談支援事業「さくらそう」の開始によって活動の幅がさらに広がりました。多くの人たちに支えら

れ、現在の「なんにわ」があります。 

通信 71 号（2023 年 4 月）『ChatGPT に聞いてみた』に「ちょっと気の利いたネット検索エンジ

ン」、「大規模な計算機システムとネットワーク接続が必要では」と書きました。さて、それから１年、

どうやら私の思い込みは完全に間違っていたようです。ChatGPT に代表される「機械学習」のアイデ

ィアの原点は、外部からの刺激に反応する神経細胞の働きを計算機の中にモデル化した「ニューラルネ

ットワーク」です。1950 年代にはすでに研究が始まっていました。神経細胞の数が増えると組み合

わせが増え、計算が難しくなります。しかし、ここ 10 年ほどの間に数値計算素子やメモリなどハード

ウェア技術の発達およびソフトウェア改良により、扱える神経細胞が 10 万個から１億個レベルまで爆

発的に増えました。これが「機械学習」を飛躍的に賢くし、現在開発の中心となっている「大規模言語

モデル(LLM)」というシステムにつながっているようです。しかも、プログラムやデータが無償で公開

され、小規模なハードウェアでもそれなりに動く「ローカル LLM」環境がすぐ手の届くところに来て

います。この分野の急激な進歩には戸惑うばかりですが、どうやら気にせずにすむ存在ではなさそうだ

と思うようになりました。 

昨年５月、新型コロナウイルス感染症の位置づけが「５類」に移行し、多くの規制が解除されました。

コロナ対策に追われた数年間の間に、学校ではいくつかの大きな変化があったように思います。ひとつ

は「授業へのリモートアクセス」が実現したこと。もうひとつはデジタル端末が全国の学校にいきわた

ったことです。「なんにわ」発足時はまだ影も形もなかった情報端末「iPad」が発表されたのは 2010

年。その頃、すべての小中学生にひとり１台、タブレットが支給され、授業で使われるときが来ること

を誰が想像できたでしょうか。そのデジタル端末に LLM が組み込まれる日はそれほど遠くないような

気がします。「ChatGPT は間違いを作りだすことができます」とホームページの下部に小さな文字の

注意事項が書かれています。やたら知識量があり文章力もあるが、ときどきとんでもない間違いを犯す

友人。これからどう付き合っていくのか。居場所の日常やイベントを通じて考えていけたらと思います。 

「子どもの居場所」が現在の今市郵便局向かいの家に移動してから３年目となります。だいぶ暖かく

なりインフルエンザは終息傾向ですが、新型コロナには相変わらず「強い感染力に注意」という報道も

続いています。体調が思わしくないときは休む、場合によって手洗いとマスク、空気清浄機の活用や換

気などの対策を行い、2020 年以降中断していた「つくって食べよう」、「居場所オープンデイ」、「サ

イエンス・カフェ」、スタイルを見直しながら再開していきたいと思います。 

今年度も居場所事業と相談支援事業への変わらぬご支援を、よろしくお願いいたします。 

 

2024 年 5 月 11 日 

                   特定非営利活動法人 なんとなくのにわ 

            理事長 手塚郁夫 
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第１号議案 ２０２３年度事業報告の承認を求める件 

２０２３年度 事業報告書 （２０２３年４月１日から２０２４年３月３１日） 

１ 事業の成果 日光市とその周辺地区に居住する子どもおよび青少年等に対して、学習や自立のための支援活動と地

域への啓発活動を行い、社会に出た後も継続性のある、支援と学びの場を作り出すことを目的として活動しています。 

① 居場所の提供と学びの場の運営 

 日光市委託事業「日光市子どもの居場所・学びの場」の１１年目が終了しました。２０２３年度も前年度同様に学校長期休

業中の平日も居場所を開所し、スタッフ２名の体制で実施しました。コロナやインフルエンザ感染症についてはマスク着

用、風邪の症状のチェックなど基本的な対策を行いながら、無事に１年を過ごすことができました。 

開所日は２３７日、居場所登録者数は１３名（小学生５名、中学生８名）および高校生以上５名でした。延べ２３６人（小中

学生：１６９人、高校生以上：６７人）の居場所利用がありました。登録者は前年より増加しましたが、来所延べ人数は減少

しました。学校、支援センター、放課後等デイ、など利用者が自分のペースで活動を決め、居場所を選択のひとつと考え

行動している様子がうかがえます。多様化する子どもたちの要望に対応する仕組みづくりが課題です。 

② 子どもたち一人ひとりに対応した、新たなカリキュラムや教材の開発 

 不登校傾向、発達障がいを持つ子を対象とした「学びサポート」は毎週金曜日午後７時から９時まで日光市民活動支援

センターで実施し、延べ５４人が参加しました。継続参加は中学生２名、期間中に若干名の見学者がありました。本人の

希望教科について学習支援を行いました。 

③ インターネットなどのＩＴ環境を活用した学びの支援 

 ホームページ http://www.nantonakuno.net/ を公開しています。定期的な更新により、居場所の紹介、活動の

紹介などの発信を行っています。電子会議用のカメラおよびマイクを導入し、面接シミュレーションなどを試みましたが、

現実の場面での運用には至りませんでした。 

④ 教育についての相談や情報提供活動 

 不登校相談、教育についての悩み相談などに随時対応しました。相談件数は３０件、訪問者は８４名でした。日光市広報

に掲載を依頼しました。「利用者数集計表」をご参照ください。３月には宇都宮・アミークスで行われた「こどもワカモノフェ

スタ 2023」、今市公民館で行われた「日光ボランティア・市民活動フェスタ」に参加しました。通信「なんとなくのひろば」

を３か月間隔で４回発行、各号２５０部印刷し、会員および日光市内の小中学校に配布しました。 

⑤ 学校外で育つ青少年や障がいのある人の自立に関する相談および就労を支援する活動 

 感染の心配から施設見学は難しく、実施を見送りました。理事によるベリー会への参加、「ひきこもり相談センター・か

がやき」、「ＮＰＯだいじょうぶ」など地域支援団体との連携を取りました。 

⑥ 自然環境の中での学びを作り出し、子どもたちに自然環境保全の大切さを啓発する活動 

「今市の水を守る市民の会」との共催行事、「川むしたんけん隊」を室瀬行川橋付近の行川で実施しました。環境測定

班の放射能測定は随時継続しました。 

⑦  障がいの理解および啓発に関する企画運営事業 

「茶話会」は毎月第２月曜日、午前１０時からお昼まで「子どもの居場所」で開きました。気軽な雰囲気で集まり、子育て

の悩みを話し合う時間となっています。 

⑧  第二種社会福祉事業の相談支援事業の経営 

さくらそうは 2014 年 5 月から計画相談を開始し、まる 10 年が経とうとしています。2023 年度は相談員 1 名で 90

名ほどの計画作成・モニタリング・担当者会議を実施しました。計画作成・モニタリングの実施内訳は成人 104 件、児童

53件合計157件（前年比：18 件減）でした。担当者会議は必要時に行っていますが、就労継続支援B型から A 型への

ステップアップ希望の方と 4 ヶ月連続で行ったことが印象に残ります。担当人数は休止事業所から 6 名、新規の方 5 名

合計 11 名増え、亡くなった方 1 名・サービスの利用が無くなった方 10 名・相談員交代 2 名・進学や就労に進まれた方 7

名・転居 1 名で合計 21 名担当が終わり、10 名減となりました。今年度は小学生の頃から関わってきた児童が放課後等

デイサービスの利用（高校在学まで利用可）を終了して、就労や進学に進まれた方が多く、今後の活躍が楽しみです。 

本年度は相談支援専門員二人体制で、ご本人のより良い生活や希望が叶えられるように努めていきたいと思います。 

2014 年 5 月から、市役所一階社会福祉課 「障がい者相談支援センター」に桒原が出向して、丸 10 年になります。 

コロナ禍以降、家計・経済的な相談が他の項目を圧倒して増えています。その中でも、兄弟間や親子間での問題につい

ての相談が多くなってきたなぁという印象を持ちます。同じ家のなかで生活しながら LINE で会話をしている。意志疎通

がうまくいかないという苛立ちを抱えている様子など、年々増える相談件数に日々苦闘しています。 
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２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係わる事業 

 *「居場所」は「子どもの居場所」の略 

事 業 名 事 業 内 容 実 施 

日 時 

実 施 

場 所 

従事者人数 受益対象者の 

範囲及び人数 

支出額 

（円） 

① 子どもたちの自主性

および自立性を尊重し

た居場所の提供および

学びの場の運営 

ゆったりと過ごせる時

間と空間を確保し、子ど

もたちの意見や要求を

もとに活動した。雑談

会、楽器練習、ミーティ

ング、ゲームなどにより

コミュニケーションを

はかった。 

個別学習援助を充実。 

週 ５ 回 

月～金曜日 

12:30～16:30 

 

学校長期休業

中も月～金 

開所した。 

 

子どもの 

居場所 

住所：日光市

今市316-4 

 

 

２人/日 

および 

サポーター 

 

状況により

増員 

小中学生 

延べ169人 

 

高校生以上 

延べ67人 

2,562，661 

② 子どもたち一人ひとり

に対応した、新たなカリキ

ュラムや学習内容の開発 

学びサポートひろば 

発達障がいを持つ子どもな

どへの学習サポート 

毎週金曜日 

午後７時～９時 

 

日光市民活動

支援センタ－ 

２ 

 

小中学生 

および一般 

数名 

71,360 

③インターネットなどの 

ＩＴ環境を活用した学び

の支援および情報提供 

ホームページによる活動の

紹介、学び支援 

会報のPDF版提供 

1～2週に 

1回程度更新 

事務所 ３ 不定 

 

50,284 

 

④ 教育や福祉について

の相談、情報提供 

教育や福祉についての相談 

ワカモノフェスタへの参加 

情報提供 

随時 

３月 

会報作成 

居場所 

宇都宮市 

年４回 

（２５０部） 

３ 

 

４ 

 

相談・見学者 

（延べ９１

人） 

会員および 

市内小中学校 

0 

⑤ 学校外で育つ青少年

や障がいのある人の自

立に関する相談および

就労を支援する活動 

就労支援見学会 

引きこもる子を持つ親の

会との話し合い／障がい

のある人の自立に関する

相談 

実施せず  ４  

５人程度 

0 

⑥ 自然環境の中での学

び、自然環境保全の啓発

活動 

「川むしたんけん隊」 

 

放射能調査の実施 

６月、９月 

 

随時 

室瀬行川 

足尾 

日光市周辺 

 

 

２ 

５人 

 

不定 

670 

⑦ 障がいの理解および

啓発に関する企画運営

事業 

茶話会 

 

毎月１回 

 

居場所 

 

３ 

 

保護者 

 

30,114 

 

⑧ 第二種社会福祉事業

の相談支援事業の経営 

指定特定相談支援事業 

 

相談支援事業 

週５回 

月～金 

8:30～17:15 

日光市 

および 

その周辺 

１ 

 

１ 

障がい児・者 

および 

その家族 

2,550,582 

 

6,610,164 
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「子どもの居場所・なんとなくのにわ」利用者数（各月ごとの延べ人数） 

 

月 開所日数 
利用者 相談 

件数 
見学・訪問者 

支援対象者 利用延人数 高校生以上(延人数) 

４ 20 4 17 10 0 7 

５ ２０ ６ 5 7 2 6 

６ 22 ６ 8 8 6 5 

７ 20 ７ 13 6 1 7 

８ 19 ７ 5 3 2 12 

９ 20 11 25 3 3 4 

１０ 2１ 12 19 3 5 16 

１１ 20 13 22 5 4 4 

１２ 1８ 1３ 13 6 2 9 

１ 1８ 1３ 11 6 0 3 

２ 19 1３ 14 4 1 8 

３ 2０ 1３ 17 6 4 3 

合計 23７ - 169 67 30 84 

前年度 232 - 221 114 4７ 128 

 

 

理事会議事録（抜粋） （会場：日光市今市３１６－４・子どもの居場所） 

 

第１１３回 ２０２３年５月２日（火） 午後６時～７時 

(1) 第１９回通常総会資料案の審議および総会当日日程承認（出席者一同、資料案を承認）、会員数おまとめ、

(2) 活動報告、(3) 居場所（スタッフ会議）・学びサポート近況 ４月からの新規利用者について（教育サポー

トセンターおよび所属小中学校からの情報まとめ）情報交換 

(4) 今後の行事予定 総会日程、川むしたんけん隊の予定 

 

第１１４回 ２０２３年７月１日（土） 午後６時～７時 

(1) 理事長選定（手塚郁夫 任期 2023 年 7 月～2025 年 6 月）、(2) 活動報告、(3) 居場所・学びサポー

トの近況 教育サポートセンターより紹介の中学生について情報交換 日光市広報８月号・相談コーナーに掲

載依頼、(4)「さくらそう」報告、(5) 今後の行事予定・「夏休み」の予定 

 

第１１５回 ２０２３年９月５日（火） 午後６時～７時３０分 

(1) 活動報告、(2) 居場所・学びサポート近況 見学・相談者はあるが来所につながらない 現在利用者に
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ついて情報交換 「つくって食べよう」も始めたい、(3) 市教委への予算要求 栃木県の最低賃金が１０月より

９５４円となるため、現在、９２０円/時 を１０月より ９６０円/時 とし予算要求を行う。 

(4) 今後の行事予定・その他 「川むしたんけん隊」 水の会・塚崎さんと相談中 

 

第１１６回 ２０２３年１１月７日（火） 午後６時～７時３０分 

(1) 活動報告 さくらそう「トムソーヤ」から６名 受け入れ、(2) 居場所・学びサポート近況 

教育支援センターとの連絡会(10/18)  登録者の動き、８～１０月の利用者 登録し数回来所したが継続利用

につながらない例が多い 来所をきっかけに登校（または支援センターに通っている例もある 居場所がある

ことが支えになっているのかもしれない 学校の不登校対応が変化している（保健室の役割） 

(3) 市教委への予算要求・会計状況 居場所委託要望書(9/29) 

(4) 今後の行事予定・その他 クリスマス会、大掃除、冬休み対応 

 

第１１７回 ２０２４年１月９日（火） 午後６時～７時３０分 

(1) 活動報告、(2) 居場所・学びサポート近況 12･19 市教委・堀口さん 来所報告(12/19） 

一人ひとりについて多くの助言が得られた、クリスマス会が実施できた（参加者１６名） 

利用者について情報交換、教育支援センター移転 (3) 次年度予算および今年度の会計状況 

(4) 今後の行事予定・その他 折り紙でつくる多面体、ワカモノフェスタ、ボランティアフェスタ 

 

第１１８回 ２０２４年３月７日（火）午後６時～７時３０分 

(1) 活動報告、(2) 居場所・学びサポート近況 教育支援センターとの打ち合わせ会報告, 登録中の小中学

生について情報交換、(3) 市教委への予算要求および会計報告 

(4) 今後の行事予定・その他 ボランティアフェスタ、進学・進級を祝う会～お楽しみ会を予定する 

第２０回通常総会に向けての日程確認 

 

活動報告 

 ４月 ３日（月）子どもの居場所・２０２３年度 開始日 

 ４月１０日（月）茶話会（第１２６回） 

 ４月１９日（水）会計監査実施 

 ４月２０日（木）通信「なんとなくのひろば」第７１号 発行 

 ４月２３日（日）ベリー会（２０周年 記念講演会 「８０５０問題」） 

 ５月 ２日（火）第１１３回 理事会 

 ５月 ８日（月）茶話会（第１２７回） 

 ５月１３日（土）第１９回 通常総会 

 ５月１７日（水）教育支援センターとの打ち合わせ会 

 ５月２６日（月）２０２２年度 活動報告書を提出（日光市地域振興課） 

 ６月 ６日（火）居場所スタッフミーティング 

 ６月１２日（月）茶話会（第１２８回） 

 ６月２４日（土）川むしたんけん隊（室瀬行川橋にて、共催：今市の水を守る市民の会） 

 ７月 １日（土）第１１４回 理事会 

 ７月１０日（月）茶話会（第１２９回） 

 ７月１０日（月）通信「なんとなくのひろば」第７２号 発行 

 ７月３０日（日）ベリー会（月例会） 

 ８月１１日～１６日 子どもの居場所・夏休み（小中学校夏休みは７月２２日～８月２４日） 

 ８月２２日（火）日光市生活相談支援センター「就労準備支援」に協力 

 ８月２７日（日）ベリー会（学習会） 

 ９月 ５日（火）第１１５回 理事会 

９月１１日（月）茶話会（第１３０回） 
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 ９月１６日（土）川むしたんけん隊・予備調査会（足尾・神子内川） 

 ９月２４日（日）ベリー会（月例会） 

 ９月２９日（金）居場所委託要望書を市教委に提出（次長さんに手渡し） 

１０月１１日（水）市内・民生委員定例会にて「子どもの居場所」説明 

１０月１８日（水）教育支援センターとの連絡会 

１０月２２日（日）ベリー会（学習会） 

１０月３１日（火）放課後等デイサービス事業説明会（日光市役所） 

１０月３１日（火）通信「なんとなくのひろば」第７３号 発行 

１１月 ７日（火）第１１６回 理事会 

１１月１３日（月）茶話会（第１３１回） 

１１月１５日（水）学校以外の場における教育機会の確保に関する連絡会（宇都宮） 

１１月２０日（日）ベリー会（月例会） 

１２月１０日（日）ベリー会（学習講演会） 

１２月１１日（月）茶話会（第１３２回） 

１２月１５日（金）スマイル日光・寄付金報告書提出 

１２月２５日（月）クリスマス会 

１２月２６日（火）２０２３年 居場所じまい・大掃除 

 １月 ５日（金）２０２４年 居場所びらき 

 １月 ９日（火）第１１７回 理事会 

 １月２２日（月）通信「なんとなくのひろば」第７４号 発行 

１月２８日（日）ベリー会（月例会） 

１月２９日（月）折り紙で作る多面体（市民活動支援センター） 

１月３１日（水）通信「なんとなくのひろば」第７４号 発行 

２月１１日（日）ベリー会（学習会） 

２月２１日（水）教育支援センターとの打ち合わせ会 

２月２８日（水）青年会議所例会「急募 少子化と戦う仲間たちよ！」に参加 

３月 ３日（日）「こどもワカモノフェスタ・２０２４」・宇都宮アミークス 

３月 ５日（火）第１１８回 理事会 

３月 ９日（土）「日光ボランティア・市民活動フェスタ」参加  

３月１３日（月）茶話会（第１３３回）  

３月２４日（日）ベリー会（グループ相談会） 

３月２７日（水）進学・進級を祝う会 

３月２９日（金）子どもの居場所・２０２３年度 最終日 

 

 

さくらそう関連の勉強会 

■ 2023年度 日光市相談支援専門員連絡会 

 ４月２６日（水）第１回 日光市相談支援専門員連絡会 前年度振り返り・今年度計画 

 ５月２４日（水）第２回 日光市相談支援専門員連絡会 

 ６月２８日（水）第３回 県西県域連絡会（鹿沼） 

 ７月２６日（水）第４回 鹿沼市内事業所見学（欠席） 

 ８月２３日（水）第５回 LINEワークスグループ運用について・困りごと抽出、アイデア出し 

 ９月２７日（水）第６回 事業所見学（藹藹会） 

１１月２２日（水）第８回 日光市相談支援専門員連絡会 訪問看護について 精神特化 訪問看護ステーションあやめ 

１２月２７日（水）第９回 日光市相談支援専門員連絡会 訪問薬剤管理指導について ウエルシア 

 １月２４日（水）第１０回 日光市相談支援専門員連絡会 ストレングスについて 
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 ２月２８日（水）第１１回 日光市相談支援専門員連絡会 年金について 

 ３月２７日（水）第１２回 日光市相談支援専門員連絡会 今年度の振り返り・次年度計画案 

 

■ 2023年度 日光市障がい者自立支援協議会 

 ４月１３日（木）第 １回 ケース・事例検討会議 近藤式事例検討 

 ５月１１日（木）第 ２回 ケース・事例検討会議 近藤式事例検討 

 ７月１３日（木）第 ３回 ケース・事例検討会議 近藤式事例検討 

 ８月１０日（木）第 ４回 ケース・事例検討会議 近藤式事例検討 

 ９月１４日（木）第 ５回 ケース・事例検討会議 近藤式事例検討 

１０月１２日（木）第 ６回 ケース・事例検討会議 近藤式事例検討・相談事業所撤退について 

１１月 ９日（木）第 ７回 ケース・事例検討会議 近藤式事例検討 

１２月１４日（木）第 ８回 ケース・事例検討会議 近藤式事例検討 

 １月１１日（木）第 ９回 ケース・事例検討会議 近藤式事例検討 

 ２月 ８日（木）第１０回 ケース・事例検討会議、近藤式事例検討       

 ３月１４日（木）第１１回 ケース・事例検討会議、近藤式事例検討（欠席） 

 

■ 県西圏域障害者相談支援事業者等連絡会 

 ６月２８日（水）日々の業務で困っていること（鹿沼） 

１０月２５日（水）社会資源の情報交換・近藤式事例検討会・新事業所紹介（日光） 

 

■ 主任相談支援専門員研修 

１２月 ４日（月）～ ６日（水）地域援助技術の考え方と展開技法・SVによる相談支援専門員支援 

１２月２７日（水）～２８日（木）主任相談支援専門員の役割と視点・人材育成の地域での展開等 

 

 

２０２３年度 なんとなくのにわ・役員名簿および担当 

 

役名 氏  名 担  当 備 考 

理事 桒原 真佐美 相談支援事業、情報提供、障がいの理解・啓発に関する企画運営  

理事 白井 佐智子 相談・情報提供、学習内容、会計事務  

理事 手塚 郁夫 学習内容、ＨＰ管理、自然環境、会報編集 理事長 

理事 福田 尚史 相談・情報提供、学習内容  

理事 西尾 敬子 指定特定相談支援事業、相談・情報提供、学習内容、会計事務 副理事長 

理事 丸本 香 相談・情報提供、学習内容、会計事務 会計 

理事 村上 幸子 相談・情報提供、青少年の自立・就労支援  

理事 吉成 勇一 相談・情報提供、青少年の自立・就労支援、ＨＰ管理  

監事 大久保 みどり   

「子どもの居場所・なんとなくのにわ」は理事全員が担当（全体のとりまとめ：西尾理事） 
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第２号議案 ２０２３年度収支決算の承認を求める件 

特定非営利活動法人に関わる事業会計 2023 年 4 月 1 日から 2024 年 3 月 31 日まで  活動計算書、事業別損益 

特定非営利活動法人に関わる事業会計 2024 年 3 月 31 日現在  財産目録、貸借対照表 

特定非営利活動法人に関わる事業会計 2023 年 4 月 1 日から 2024 年 3 月 31 日まで  活動計算書 
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監 査 報 告 

 

監 査 報 告 書 （写） 
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第３号議案 ２０２４年度事業計画案 審議の件 

 

２０２４年度 事業計画案 （２０２４年４月１日から２０２５年３月３１日） 

１ 事業実施の方針 生き方の多様性、学びの多様性を保証するために、子どもたちの声を聞き、子どもたち一人

ひとりの視点に立ちながら、地域に根ざした学習支援活動および教育や福祉についての相談活動を行います。また、

地域への啓発活動を行うとともに、社会に出た後も継続性のある、支援と学びの場を作り出すことを目標とします。 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係わる事業                 *「居場所」は「子どもの居場所」の略 

事 業 名 事 業 内 容 実 施 

日 時 

実 施 

場 所 

従事者の人

数 

受益対象者の 

範囲及び人数 

支出額 

（円） 

①子どもたちの自主性

および自立性を尊重し

た居場所の提供および

学びの場の運営 

ゆったりと過ごせる時間と

空間を確保し、子どもたち

の意見や要求をもとに活

動。雑談会、音楽鑑賞、ミー

ティングなどによりコミュ

ニケーションをはかる。 

個別学習援助を充実。 

食事会を実施 

「つくって食べよう！」 

週 ５ 回 

月～金曜日 

12:30～16:30 

感染症に注意 

 

学校長期休業中

も月～金曜日 

開所 

子どもの 

居場所 

 

日光市今市

316-4 

 

 

２人/日 

および 

サポーター 

状況により

増員 

小中学生 

（５人/日） 

および 

高校生以上 

 

相談・見学

者 

延べ１００人 

2,875,000 

②子どもたち一人ひとり

に対応した、新たなカリ

キュラムや学習内容の開

発 

学びサポートひろば 

発達障がいを持つ子ども

などへの学習サポート 

毎週金曜日 

午後７時～９時 

日光市民活動

支援センター 

２ 

 

小中学生 

および一般 

若干名 

120,000 

③インターネットなど 

ＩＴ環境を活用した学

びの支援と情報提供 

ホームページやメールによ

る学び支援および活動紹介 

ＩＣＴ活用の調査および実践 

プログラミング教育支援 

1～2週に 

1回程度更新 

随時 

随時 

事務所 

 

居場所 

３ 

 

３ 

不定 91,000 

 

④教育や福祉について

の相談、情報提供 

教育や福祉についての相談 

こどもワカモノフェスタ参

加 

情報提供 

随時 

１２月実施 

会報作成 

居場所 

宇都宮市 

年４回 

（２５０部） 

４ 

２ 

４ 

不定 

不定 

会員および 

市内小中学校 

45,000 

⑤学校外で育つ青少年

や障がいのある人の自

立に関する相談および

就労を支援する活動 

引きこもる子を持つ親の

会との話し合い 

障がいのある人の自立に

関する相談 

随時 居場所 ４ ５人程度 40,000 

⑥自然環境の中での学

び、自然環境保全の啓発

活動 

「川むしたんけん隊」 

 

放射能調査実施・研究 

５～６月 

 

居場所および

周辺の河川 

日光市周辺 

２ 

 

２ 

不定 

 

不定 

34,000 

⑦障がいの理解および

啓発に関する企画運営 

茶話会 

勉強会 

毎月１回 

年１回 

居場所 

日光市民活動

支援センター 

３ 

５ 

保護者 

不定 

100,000 

⑧第二種社会福祉事業

の相談支援事業の経営 

指定特定相談支援事業 

 

相談支援事業 

週５回 

月～金 

8:30～17:15 

日光市 

および 

その周辺 

２ 

 

１ 

障がい児・者 

および 

その家族 

2,665,000 

 

6,610,164 
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第４号議案 ２０２４年度活動予算案 審議の件 

特定非営利活動法人に関わる事業会計 2023年 4月 1日から2024年 3月31日まで  活動予算案 
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第５号議案 その他
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■ 私たちの活動目的 

日光市とその周辺地区に居住する子どもおよび青少年等に対して、学習や自立のための支援

活動と地域への啓発活動を行い、社会に出た後も継続性のある、支援と学びの場を作り出す

ことを目的とします。 
 

■ 私たちの事業 

① 子どもたちの自主性および自立性を尊重した居場所の提供および学びの場の運営 

② 子どもたち一人ひとりに対応した、新たなカリキュラムや学習内容の開発 

③ インターネットなどのＩＴ環境を活用した学びの支援 

④ 教育についての相談や情報提供活動 

⑤ 学校外で育つ青少年や障がいのある人の自立に関する相談および就労を支援する活動 

⑥ 自然環境の中での学びを作り出し、子どもたちに自然環境保全の大切さを啓発する活動 

⑦ 障がいの理解および啓発に関する企画運営事業 

⑧ 第二種社会福祉事業の相談支援事業の経営 

 

 

 

http://www.nantonakuno.net/ 

info@nantonakuno.net 

 


